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山村 堯 著

米国の航空規制緩和と安全
温故知新－５論評者：小出 五郎

構造改革という名の規制緩和が進んでいる。日

本には規制が多すぎるとは、誰しも感じているこ

とだ。

そうした市民感覚を追い風として、市場に任せ

、 、ることを原則に わずらわしい規制を緩和すれば

そこにはバラ色の未来が待っていると言う。

規制緩和によって、業種間の競争が激しくなれ

ば物価は下がる。そうなれば消費者の購買力が増

し、新規のビジネスが生まれる。非効率な業界か

らは失業者が出るとしても、十分以上に吸収でき

る新しい雇用が創出される。それがバラ色の中身

である。アメリカでは1970年代後半に、日本では

20年遅れて90年代にはじまり、小泉内閣になって

から本格化した。

アメリカで規制緩和の端緒になったのが航空業

界であった。1978年10月、カーター大統領が航空

自由法を発効させた時からである。

「 」 、山村尭さんの 米国の航空規制緩和と安全 は

規制緩和からちょうど10年たったところで、規制

緩和が安全面に深刻な影響を与えつつあるという

状況をわかりやすく紹介している。

一言で言えば、規制緩和が目標に掲げたバラ色

の未来という期待に反して、体の深奥をゆっくり

と蝕む慢性病のような、安全を脅かす病が進んで

いると言うのである。それは安心と言うにはほど

遠い。

「機材の老朽化」の項では、ハワイで発生した

アロハ航空事故を具体例に挙げている。 737機B

が高度7,000ｍを飛行中、胴体前部の上半分が吹

き飛んだ。乗客は吹きさらしの座席にシートベル

トをしているだけの状態で、パイロットの冷静な

判断によってかろうじて着陸でき、九死に一生を

得たという事故だった。

事故を起こした機体は製造から19年を経てい

た。老朽化を進行させる離着陸回数は88,300回だ

ったと言う。老朽化が大きな原因になっているこ

とは明らかである。規制緩和による競争激化の中

で、コストの安い経年機の割合がどの会社でも増

加する傾向にある。安全の見地から危うさを感じ

させる。

｢整備力の低下｣の項では、シカゴで 10機のDC

エンジンが離陸直後に脱落、同機は滑走路のはず

れに墜落して乗員・乗客271人が死亡した事故を

取り上げている。原因は、エンジンを修理する時

の、いささか複雑なメーカーの指示を無視し、簡

略な手抜き作業をしたために、エンジンを吊るす

パイロンの主翼結合金具が壊れたことにあった。

ここでもコスト削減の圧力が、整備手順の変更や

情報伝達の不足などを呼ぶ遠因になっていること

がわかる。

「ニアミスの急増」で、著者は規制緩和が安全

の足を引っ張る影響が、ニアミスの増加にいちば

んはっきり現れているとしている。

1982年には311件だったが、年に平均150件の割

合で増加し、86年には３倍近い839件に上ってい

る。ハブ空港を中心に、発着のダイヤを効率よく

組むために特定の時間帯に便が集中し、アトラン

タ空港では午前８時からの30分間に95便が離着陸
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する事態をもたらしたという

｢パイロットの悩み｣では、パイロットの技能低

下を取り上げている。新規参入する航空会社が増

えたことにより、経験不足のパイロットが当然の

ように｢水増し｣状態になった。

1982年１月13日、首都ワシントンを襲った吹雪

の中、ナショナル空港を離陸しようとしたフロリ

ダ航空の 737機は、17秒後に氷の塊が流れるポB

トマック川に墜落し、74人が死亡し５人が重軽傷

を負った。ポトマック川に浮き沈みする男性が、

ヘリからの命綱を他の乗客に譲って自らは力尽き

てゆく。その感動的シーンが繰り返しテレビで放

送され、視聴者に強い印象を残すことになった。

、 、この事故の主な原因は パイロットの経験不足

能力不足にあった。特に冬のワシントン便に乗務

するのは事故当日が初めてだったということで、

乗客の安全を優先的の考慮した痕跡は皆無であっ

た。

山村論文は、以上のような具体例を示しつつ、

規制緩和によっては乗客の不安は解消しないと指

摘している。

省みて日本の場合はどうか。山村論文は、今日

の事態をかなり正確に予想していると言えるよう

に思う。

ナショナルフラッグを掲げる日本航空に、この

ところ事故やトラブルが相次いでいる。

2006年１月７日には、大阪からの3914便が鹿児

島空港に着陸した時、逆噴射装置が作動しなかっ

た。パイロットは車輪のブレーキなど他の減速装

置を使ったので、ほぼ平常どおりに無事に停止す

ることができた。事故とは言えないトラブルに終

わったのは幸いだったが、原因はオソマツなもの

だった。問題の逆噴射装置を調べたところ、前日

の整備の際に作動防止の安全ピンを差し、そのま

ま抜き忘れていたことが判明したのである。しか

も、2005年にもまったく同じトラブルを北海道の

新千歳空港で経験していたというおまけまでつい

た。

大事故の影に29の小事故があり、その影に300

の故障やトラブル ヒヤリハットがあるとする｢ハ、

インリッヒの法則｣に待つまでもなく、こうした

出来事が続発すると、いつかは大事故が起きる予

兆ではないかと不安に襲われる。そして、やはり

「バラ色の」規制緩和が航空会社を追い込んでい

る側面があるのではないかと思う。

1978年に、アメリカが規制を撤廃して完全自由

化を行ってから１年で、70の小都市が路線からは

ずされ、その後も利益の上がらない路線からの撤

退が続いた。公共性のためには利益を度外視して

も路線を維持しなければならないとする規制がな

くなったからである。

新規参入した会社は、競争が激化する中でほと

んどが潰され、大手の傘下に入った。生き残れた

のは大航空会社だけ。イースタン、パンナムのよ

うな大手までが倒産した。かえって寡占が進んだ

ことになる。

そうした流れの中で、従業員の賃金は一様にカ

ットされてゆく。従業員のやる気は消える。修理

をスキップし、欠陥部品を使う。安全を根底から

脅かすシナリオどおりに、事態は進んできたよう

である。
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